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１.１ ソフトウェア開発の現状

• ソフトウェア開発の⼤半は 「派⽣開発」
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開発
新規開発

派生開発

新規開発：12%

派生開発：88%

＜ 2009年度開発行数＞

03年 05年 08年 11年

機種D
機種E

機種A

機種F

機種B
機種C

＜製品展開＞

既存製品への機能追加や

機能の変更・削除による製品開発

派生開発とは？

出典： 2009年組込みソフトウェア産業実態調査（IPA）

例）初期の携帯電話 →  今日のケータイ端末



• 派⽣開発での開発項⽬ • 開発プロセス
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派生元の
ソフトウェア

変更

変更

削除

追加

「追加」 と「変更」の開発が混在

※ 削除は変更に含む

要求書

追加変更

新規開発のプロセスで対応

要求
仕様書

設計書

ソース
コード

１.２ 派⽣開発の現実

１.３ 派⽣開発の難しさ（１）

• 既存のソフトウェアの変更
– 関係する機能の特定 ： 仕様上、影響を受ける機能の抽出
– ソースコード変更の影響 ： ソースコード修正による影響範囲の特定

• 技術者の問題
– 技術⼒：ソースコードの読解⼒
– 経験 ：ドメイン知識（機能理解）

• ソースコード
– 劣化した派⽣元のソースコード

• 保守性を無視した開発
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１.４ 派⽣開発の難しさ（２）

• プロセス
– 新規開発のプロセスは、要求の異なる「変更」と

「追加」の両⽅に対応できない
• 変更 ： 既存のソフトウェアの変更
• 追加 ： 新しい機能の開発

– 差分情報が整理されていない ［変更］
• 変更点の追加と抽出を繰り返す

– ⾒つけ次第ソースコードを直す［変更］

• 環境
– 設計資料（ドキュメント）の不備

• 理解の助けにならない
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要求書

追加変更

要求
仕様書

設計書

ソース
コード

１.５ 混乱する派⽣開発

• 混乱のメカニズム ： ムリ・ムダ・ムシ → ⼿戻り
– 品質を確保する技術、ドメイン知識を持たない状態で

納期やコストの削減が求められている →  技術者の疲弊
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手戻り
・新規開発プロセス

（追加・抽出）

【ムダ】

・必要なプロセス
（ルール・規定）

【ムシ】

部分理解
（思い込み・勘違い）

・影響範囲の特定
（仕様、ソースコード）

【ムリ】

開発プロセス【ムダ】と影響範囲の特定【ムリ】が問題



１.６ 派⽣開発：問題解決へ向けて

• 派⽣開発の混乱要因
– 「開発プロセス」と「影響範囲の特定」

• 「現状」と「改善ポイント」
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現 状 改善ポイント

開発プロセス ・ 新規開発のプロセスを適用

（新規開発崩し）

・派生開発（変更・追加）に

対応したプロセス

影響範囲の特定 ・ 部分理解での作業

（思い込み、勘違い）

・思い込み、勘違いを

成果物とレビューでカバー

XDDPは派⽣開発の問題に対する有効なソリューション

２. XDDP の詳細 －派⽣開発アプローチ－

２.１ XDDPとは何か？
２.２ 従来⼿法との⽐較
２.３ XDDPのプロセス －変更と追加－
２.４ 追加のプロセス
２.５ 変更のプロセス
２.６ ３点セット －変更プロセス－
２.７ 変更要求仕様書 －USDM－
２.８ TM －トレーサビリティ・マトリックス－
２.９ XDDPによる問題解決
２.10 XDDPの効果
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２.１ XDDP とは何か？

• XDDP ： eXtreme Derivative Development Process

– 派⽣開発の要求に合った開発プロセス

– 清⽔吉男⽒（システムクリエイツ）が提案

• 合理的な開発プロセス
– 追加 と 変更 にマッチしたプロセス

• ２つの独⽴したプロセス

– 部分理解を成果物とレビューでカバー
• 差分情報に基づいた開発
• 「思い込み」と「勘違い」を排除
• ムダの徹底排除 ： Just in Time （TPS）

(C) copyright 派生開発推進協議会 ET2012 スペシャルセッション 10

派生元の
ソースコード

変更

変更削除

追加

機能追加を受け
入れるための “変更”

技術評論社 (2007)

清水吉男氏著

「派生開発」を成功させる

プロセス改善の技術と極意

２.２ 従来⼿法との⽐較
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＜ 従来の派生開発 ＞

要求

仕様書

設計書

追加機能

＜要件定義＞

＜設計＞

＜実装＞

＜ XDDP ＞

変更
設計書

追加機能
要求仕様書

変更要求
仕様書
＋ＴＭ(*)

変更
(追加・変更・削除）

設計書

追加機能

ソースコード

要 求

ＴＭ(*)  ： トレーサビリティ・マトリックス

要 求

変更
(追加・変更・削除）

＜追加＞ ＜変更＞

ソースコード



２.３ XDDP のプロセス －変更と追加－
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変更要求
仕様書を
作成する

変更要求
仕様書
＋TM (*)

元のソース
ファイル＊

関数
設計書

モジュール
情報

設計書等

変更
要求書

追加機能
要求書 追加機能の

要求仕様書
を作成する

機能実現

に関する

資料等＊

追加機能
を設計する

変更設計書
を作成する

変更
設計書

ソースコード
を変更する

更新後の
ソースファイル

追加機能を
コーディング

する

追加機能の

ソースファイル

機能実現
に関する
資料等＊

ソースファイル
を結合して
テストする

機能実現
に関する
資料等＊

元のソース
ファイル＊

テスト
ケース

ソース

ファイル

追加機能

要求仕様書

スペック
アウト資料

・・・ テスト終了後に派生元の
機能仕様書、設計書にマージする

設計書

ＴＭ(*)  ： トレーサビリティ・マトリックス

＜追加のプロセス＞

＜変更のプロセス＞

２.４ 追加のプロセス

• 追加プロセスの特徴

– ⼀般の新規開発のプロセスに準拠したプロセス

– 追加機能要求仕様書は、新規開発の要求仕様書と
基本的に同じ
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追加機能
要求仕様書

設計書

関数
設計書追加機能

要求書

追加機能の
要求仕様書
を作成する

追加機能を
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コーディング
する

ソース
ファイル

機能実現
に関する
資料等

追加機能

要求仕様書

設計書

【 設計範囲 】

※ XDDP は設計手法を規定していない



２.５ 変更のプロセス

• 変更プロセスの特徴
– 派⽣元のソースコードの変更点に着⽬したプロセス

• 変更箇所、変更⽅法を 「変更要求仕様書」「TM」
「変更設計書」（３点セット）で記述する
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変更
設計書

変更要求
仕様書
＋ＴＭ(*)

変更要求
仕様書を
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モジュール
情報
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資料等＊

変更設計書
を作成する
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資料等＊

変更
設計書

変更要求
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＋TM (*)

スペック
アウト資料

ソースコード
を変更する

更新後の
ソースファイル

元のソース
ファイル

ＴＭ(*) ： トレーサビリティ・マトリックス

２.６ ３点セット －変更プロセス－

• 変更に着⽬した成果物
– ソースコードの変更前に３つの成果物で全ての変更内容を

それぞれの視点で抽出しレビューする

– 担当者の「思い込み」と「勘違い」をレビューでカバー
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成果物 カバー範囲 内容 レビュー(**)

変更要求仕様書
What
Why

何をなぜ変更するか
どのような振る舞いをするか

○

○

TM (*) Where 変更仕様がどこにあるか ○

変更設計書 How 変更仕様をどのように修正するか ○ ○

TM (*) ： トレーサビリティ・マトリックス

レビュー(**) ： 変更要求仕様書と TM は一緒にレビューをしてもよい



２.７ 変更要求仕様書 －USDM－

• 要求と仕様を階層構造で表現
– 要求

仕様
仕様

• 要求の理由を記述
– 適切な変更を引き出す

• 表現の⼯夫 （変更の表現）
– Before ／ After

・「 〜 を ○○ に変更する 」
・「 〜 を 削除する 」
・「 〜 を △△ に追加する 」
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Req.1
理由

説明

仕様

仕様

<グループC>
Req.1-2-1
Req.1-2-2

要求

説明

Req.1-2
理由

<グループA>

<グループB>

要求

<グループD>

Req.1-1-1
Req.1-1-2

Req.1-1-3
Req.1-1-4

Req.1-2-3
Req.1-2-4

<Group 2>

要求

説明

Req.1-1
理由

<Group 1>

USDM：Universal Specification Describing Manner

２.８ TM －トレーサビリティ・マトリックス－

• TM 上で変更仕様と変更設計書を対応させる

– 変更仕様に該当する箇所を TM 上に表す

– 変更箇所の関連性から影響範囲の気付きが得られる
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＃ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ

5

5.1  接続状況の表示の大きさを・・・に変更する ○ ●

・ 　・・・

5.4  表示用メモリの配置を ・・・ に変える

5.5  受信用データの区切りにコードを挿入する ○

変更要求仕様書

 画面に通信記録の表示を追加する

変更設計書

A

変更設計書

D.1

変更設計書

D.2

変更設計書

F

変更設計書

H



２.９ XDDP による問題解決

• 混乱要因の解消
– 開発プロセス

• 変更／追加 の独⽴したプロセス
– 影響範囲の特定

① 変更要求仕様書
② TM（トレーサビリティ・マトリクス）
③ 変更設計書
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変更
設計書

追加機能

要求仕様書
変更要求
仕様書
＋ＴＭ(*)

変更
(追加・変更・削除）

設計書

追加機能

要 求
＜追加＞ ＜変更＞

ソースコード

 Req.1
理由

説明

仕様

仕様

 Req.1-2-1
 Req.1-2-2

説明

 Req.1-2
理由

 <グループ A>

 <グループ B>

 <グループ C>

 Req.1-2-3
 Req.1-2-4

<Group 1>

要求

要求

 <グループ D>

 Req.1-1-1
 Req.1-1-2

 Req.1-1-3
 Req.1-1-4

<Group 2>

要求

説明

 Req.1-1
理由

③変更設計書

＃ 変更要求・仕様 A B C D E F G H

５ 画面に通信記録の表示を追加する

5.1 接続状況の表示の大きさを・・に変更する

. ・・・

5.4 表示用メモリの配置を・・に変える

5.5 受信時データの区切りにコードを挿入する

② TM （トレーサビリティ・マトリクス）①変更要求仕様書

２.10 XDDP の効果

• XDDP 導⼊前（Before）

• XDDP 導⼊後（After)
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（注）変更規模で正規化済み

第１週 第２週 第３週 第４週 第５週 第６週 第７週 第８週

工
数

第１週 第２週 第３週 第４週 第５週 第６週 第７週 第８週

工
数

凡例

出典 ： 加藤由之他： XDDPによるソフト派生開発のQCD向上活動,  ソフトウェア品質シンポジウム 2008



３. アーキテクチャ再構築へ

３.１ 派⽣開発では⽣き残れない

３.２ XDDP から新規開発へ

３.３ アーキテクチャ再構築（１）

３.４ アーキテクチャ再構築（２）

３.５ 新規開発へのシナリオ
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３.１ 派⽣開発では⽣き残れない

• 競争⼒の獲得が必須
– XDDP で現⾏のビジネスは維持できる

• 計画通りのリリース、品質確保、⽣産性向上 ・・・
– 「⽣き残る」ための準備はできているか？

• 現⾏のソースコードでは限界
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競争力の欠如

新規開発
技術の喪失

計画通りの
リリース困難

競争力現行のビジネス

混乱した
派生開発

XDDP 新規開発

現行ビジネス
からの撤退



３.２ XDDP から 新規開発へ

• 競争⼒を⼿に⼊れる
– XDDP（救命・延命）から 新規開発（⾃⽴・再⽣）へ
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競
争
力 XDDPの導入

派生開発

＜混乱＞

新規開発 派生開発

＜救命＞

＜延命＞

＜再生＞＜自立＞

従来手法 XDDP

アーキ
テクチャ
再構築

撤退

• XDDP の成果物を新規開発に活⽤する
– アーキテクチャの設計技術、知識、情報も重要

３.３ アーキテクチャ再構築（１）
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XDDPで
派生開発に
対応する

派生元の
ソース
ファイル

アーキ
テクチャ
設計書

変更/ 追加
要求書

アーキ
テクチャを
開発する

新規の
ソフトウェア
開発を行う ソフトウェア

システム

関係資料

変更要求
仕様書
＋TM (*)

スペック
アウト資料

変更
設計書

追加機能
要求仕様書

アーキ
テクチャの
設計技術

アーキ
テクチャの
知識 / 情報

機能
仕様書*

設計書*

機能
仕様書*

設計書*

派生開発
（XDDP）

新規開発
アーキテクチャ

再構築



• 派⽣開発の中で段階的な新規開発を進める
– 通常の派⽣開発から新規開発を指向した開発に切り替える

①XDDPの成果物
の徹底活用

３.４ アーキテクチャ再構築（２）
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理
解
の
範
囲

派生開発

新規開発

部分理解

全体理解

XDDP

アーキテクチャ再構築 要求

要求

要求 ③ アーキテクチャ
設計技術の獲得

② 新規開発に向けた
リファクタリング

要求
仕様書

設計書

３.５ 新規開発へのシナリオ

① XDDP の成果物の活⽤
– 変更要求仕様書 / 追加機能要求仕様書

– 変更設計書、スペックアウト資料

– TM：再利⽤資産 (共通性) の検討

② 新規開発に向けたリァクタリング
– リファクタリング → 変更要求

③ アーキテクチャ設計技術の獲得
– XDDP で⼯数を確保

→ アーキテクチャを検討

– 派⽣開発 → 新規開発ベカラズ集
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ソース
コード

アーキ
テクャ
設計書

新
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発
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ア
ー
キ
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新規開発

ベカラズ集

ソース
コード


